


ピンチをチャンスに〃
差がつく不況の乗り切り方
100年 に 1度 とも言われる大不況の中、中小企業はこの荒波を乗り越えていくために、どのよう

な手を打つべきか。今回の特集では、ISiCOが開催した 「中小企業勝ち残リセミナーJの 中から、

過去 201iに わたって 3000以 上の工場を訪‖1し、中小企業の活性化について研究 してきた政策研

究大学院大学の橋本久義教授が提案する対策の糸「lを紹介。同時に、過ムの不況を生き抜き、発

展を遂げてきた県内 2ネtの取り組みにスポットを当てる。

響婆 LECTURE 不況期に技術を磨き、反転攻勢の時期を待て

橋 本 久義 氏
[政策研究大学院大学教授]

日本の企業は他の国々では考え

られないような不況の過ごし方を

しま魂 例えば、節約する、掃除

をする、勉」女する、研究開γ=こ取

り判1む、力i分野にり

`戦

する、サー

ビスを充実するといった具合でt

ある金型メーカーは不況で売

り上げが 1/3まで減ったとき、昼

は納豆やこんにゃくを行商し、夜

は数少ない注文に対して どうす

れば品質を向 Lできるか知恵を

出し合い、これまで忙しくてりζ戦

できなかった技lTや材料を取り人

れながら金11を作ったそうで蔦

その結果、不況が終わるころに

は技術レベルで他社に大きな差

をつけました。

また、あるメーカーではまった

く仕事がなくなってしまい、llR41人

を遊ばせておくよりましだろうと、

「今まで納めた製品をどんなに古

くても無料でメンテナンスしますJ

と広告を出しました。依頼のあっ

た得意先を訪ねてみると、作った

時には思いつかないような応用を

していたり、ちょっとした治具を

付けて生産性を上げていたりと、

多くの発 見があり、その後

の貴重な財産になったとのこ

とで,

不ltで業績が悪化するの

は仕方ありません。ただ、

虎礼[眈々と人を育ζ ttlllを

磨き、チャンスが来たときに

すぐに飛び出せる体制を作れ

るか否か。これが強い企業

と弱い企業の差となって表れ

るのです

納期短縮や:T活用で
生き残りを

私は日本の企業が不況を

乗り越え、生き残っていくに

は 10の キーワード(Fi記 )

を挙げたいと思います

この中tど の企業にも

すぐに実行できるのは 「早く

やる、間に合わせるJで づ■

他社もできないような安い仕事

は採算が合わないかもしオ1ませ

んし、難易度の高い仕11は現

有のスタッフや設備ではできな

いかもしれません。しかし、納

期は努力や 11夫次第で何とかな

りま丸

また、仕事が減った時は IT

に取り組まない手はありませ

「日本の中小企業は世
界最強.辛 抱すれば

チャンスは必ず来る]
と税いた橋本教授

中小企業が不況に克つキーワード

| アジアに日を向ける

|り くやる、‖1に合わせる

1生 活に密着した分lrで戦う

1多 くの瀬客でリスク分散

■労して「新

・連携する('t業村 ″学 11業
'i「 rに 死に物

`Fい

で取り府1む

ヽ技術を深める

|ア メリカを11う

「夢を持つ。他人に少を与える



ん.1lL方の ′」ヽ企業は 社のホー

ムベージさえ持っていない場合も

多いのです力ヽ 自社の技術を知っ

てもらうのに、これはどf更利な

ツールはありません.

アメリカの i場を』lうのも つ

の 「てしょう。アメリカはフェア

な1月で、実績がなぐこも優′lた

商品なら
`ぎ

、適 ,こ11価し、せ1っ

てくれます

日本の社長 にとつて

会社 は我 が子

欧米の社長にとって企業とは利

ネトを得るための道ltにllぎ員 も

うからなくなると つぶ0か、捨て

るか、売り払うのが常です ‐方、

人部分の日本の社長にとって会社

はJ梵が ,4で→| 1叶しんでt ′ヽtばll、

1オを投げ11ってても助けます

ll米では昨今、塗装やメッキ

金型、叡′1/1、枚金、熱処理、ll磨

といった業lTが、中 ‖に収 ,て代

わられました、その結果 本来な

らば中 可で作るのが難しい複11'で

精密で11級な機械の製造までも中

可にlliらぎるをえなくなりました。
・方、こうした業lEを必,ビて絡「

llしているのが 本で■||1本 の
レト企業は‖t界でも群を抜く技術

力をイrしていま,Itヽ ゲれ景気が

「向いた
'十
、欧米ては作れ0ヽ|

‖では

'イ

丁えなtt需要が 本に殺到

すると考えてt まヽづl

1111イくル[や‖句文不況など、幾,芝

となく不況を乗り越えてきた日本

と違って、中[」はこれまで不lrLを

経験したことがありません.,イく,サせ

時の過ごし方を知っている日本は

今イな ‖対的に優イ立に立てると思

いまり、モノづくりは持久戦で 01
｀
1抱しているうちに、必ずチャンス

が来まつlり と誇りとロマンを忘れ

ずに,「i張っていただきたいと思い

ます|、
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=CASE STUDY.1 
採算性が悪く、短納期の仕事も果敢にチャレンジ
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「もうだめかと思ったことは

,1や 1度ではないJ.そ う111す

のは、ll業機器の設,i「、製造を

「がけるオーテクスの道 ド喜■

r高1社長である。同社は1イ11121

年に創業した乙脇II¬ J7を源流

とし、これまで幾度となく不,,1

のl12を乗り越えてきた.

「1円|を選んでいる余裕

はないので、 依liiのあっ

た仕撃:は何でもやった |

と道 ド押社長が振り返る

ように、他ネtがllk遠する

ようなイ:J:も果lllkに取り

込んできたチャレンジ精

|‖こ「1ネ上の

`l:き
残りの鍵

がある。

例えば、同社が得意と

する「人な円筒は、全■各lLの

11コンクリー トの製造プラント

で使われている製品だ。これは、

コンクリー トの骨1イを運び |:げ

るベル トコンベアを収めるため

のもので、直径は 2nlを 超え

11さは 30nlを超える.、当然、そ

のよまでは運べないため、いく

つかに分割して製造、納品する.

大きくて加工が難しい 、 価格

や納鄭lもシビアとあって、製造

から撤退する企業もIH次 ぐ中、

「,Iかがやらなくてはいけないイ

J:|と 使命感に燃えて受注.20

li前にlkり利lみ始めたこの製llll

を、全 可トップシェアを誇る ::

力製品へと台ててきた.

これ1ス外にも廃棄物処理プラ



ll洲市内にある生コンクリ ト製造ブラント 中央

綺ヽかオーテクスの.・品た

ントなど、同ネ上が手がけている

仕事は、輸送の「lltにルキ労する

ような人きな製品、採

算性が悪く、 短納期υ)

仕事がほとんどだ。し

かし、同社では採算が

合わなければ、努力と

[夫でコス トを,(rl.

やったことのないfl J:

でも、試行錯誤を繰り

返し、判iたなノウハウ

を蓄積 した。まったく↑(業はじ

ないが、納めた製■が広ri代わ

りになって、さまざまな仕1'が

寄せられるという。その結果、

かつて地元中′己、だったllt引先は

り,t内の 1社 を除けば、 業l lLを中

心に本州全 L、りt州、PЧ国にま

で広がった。

今日のイく況ではこれまでに経験

したことのないほどの落ち込みを

突感しているが、「鉄 1所のいらな

い1寺代はない|(道 ド副社長)と

今 も1支術に|がきをかけている.
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t CASE STUDY.2 
余力で新製品を開発して社員に活力と安心を

(株)ニシムラジグ
■所在地

■代表者
■設 立

■資本金
■従業員数

■ 事業内需
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=託 生産のJIる不況期に自,製 品■

"発

し チ 「シスを

うかかう西I・会長

:作機械部品の加 iなどを 手

がけるニシムラジグの西村 ,1会

長は 1不況でイ寸:が減った時に

は、余力を使って新製品のP■q発

に力を:卜ぐJと 話す。というの

も 「不,,1とはいえ、いずれ |が

丼すことは「J違いない。しかし、

Ltttが女Fll:したときに真っ先に

その)ヒを浴びれるかどうかは、

不況時のlllごし方にかかってい

るJと

`え

ているからだ。

その,1巣Jlhり、同社では景気

が悪化するたびに、小型の0『川

機や角のある加工llの質角∬(点

を検|||する測定器具など、オリ

ジナル製品を‖月発してきた。製

7iラインアップは 20品 ||を超

え、取引先は全 J5万 社に 「る。

その結果、1ス11はほぼすべてか

1:作機械メーカーからの委「[生

,[だったのが、「召和 5011代以

降は徐々に「IネL製品の販売

比率が11え、今では委li〔生オ

と

'1販

の1ヒ率がほば,日を並

べるまでになったという。

開発のヒントとなっている

のは、自分たちが日ごろ感じ

ているイく便であり、販売対象

となる同業者にとってはまさ

にかゆい所に 「が11く製品と

なる。開発にあたっては、既

存の技術や設lH、販路が 75%

以 l:利用できることを条件とし

て リスクを減ら

している。

今11もすでに
｀
F面 研 削 盤 を

ロー タリー研削

盤 としても活用

できるようにす

る 101静|ロー タ

リー テー ブル |

な ど、4つ の新

製品を考案した。

今後は国内にと

どまることなく、

工作機械の販売にノウハウを持

つ台湾企業と連携して海外にも

販路を広げる言|口1だ。

剰iりt古古‖肖
`モ

に
`よ

、 0そ,|:減
`'によっておち込む社内の雰

"‖

気を

活性化し、社員に未来への希望

を持って働いてもらうという11

いもある。経営環1竜が思いとき

は、社員の待遇改善は難 しいと

しながらも、せめて安′己、して働

いてほしいとの思いから、西村

会長は社員を前に 「赤字でもリ

ストラはしないJと 断占. 1場

内には不況を感 じさせない,舌気

が漂っている。

ニシムラジクか新たにII発| た́ ,`‖11ロータリーテーブル」
これ

'よ
●て 平面研11弾をロータリー研削盤としてオ1用できる


